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電気電子工学科の特長

　本学科の研究成果はNature系雑誌など世界トップレベルの国際ジャーナルや国際会議で多数発表しています。
　小惑星探査機「はやぶさ２」や国際宇宙ステーションの開発・運用など、宇宙開発の様々な分野で
本学科・電気系工学専攻の教員・院生・卒業生が活躍しています。

学生の声：
「ここまで電気電子と電子情報の授
業が共通しているとは思わなかっ
た。」
「電気電子と電子情報は、研究室
の配属に関しても横断的だというこ
と、学科に入って知りました。」
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　電気エネルギー輸送の大容量化、高効率化を可能とする世界最
高110万ボルト送電技術の世界標準化は本学科の教員が取りまと
めたものです。
　2018年に電気系教員の主導で新世代の集積回路「AIチップ研
究拠点」が設立されました(VDEC)。
本学科在学生・院生を中心に電気自動車（ＥＶ）の走行中給電
や、再生可能エネルギーの大量導入に備えＥＶのバッテリを活用
したスマートグリッド、超電導モータや制御技術をいかした電動
化航空機の研究開発など多くの挑戦をしています。
　本学科は、修士博士一貫のリーディング大学院の複数の拠点で
中心的役割を果たしており、世界最高レベルの研究教育に貢献し
ています。
　学生や教員が文部科学大臣賞など数多くの賞を毎年受賞してい
ます。 

物理を極め、情報社会に変革をもたらす

　情報・電気・電子を柱とした
エレクトロニクス技術は、社会・
文化レベルで多くの変革をもた
らしてきました。今後も次世代
技術が次々生み出され、新しい
時代が切り開かれていきます。

　本学科では、電子情報工学科
と緊密に連携しており、物理を
極め、情報社会に変革をもたら
す研究開発に貢献できる人材を
育成しています。

25名以上 日立製作所、ソニー

15名以上 NTTデータ、KDDI、三菱電機、富士通、トヨタ自動車

10名以上

NTTドコモ、NTTコミュニケーションズ、ソフトバンク、東
芝、パナソニック、ファナック、キヤノン、住友電工、東
京ガス、日産自動車、リクルート、DeNA

5名以上

国土交通省、防衛省、特許庁、JAXA、NTT、NTT東日本、JR

東日本、JR東海、NHK、日本IBM、東京電力、電源開発、デ

ンソー、本田技研、三菱重工、野村総合研究所、任天堂、

アクセンチュア、Yahoo!、サイバーエージェント、楽天
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